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はじめに 

 われわれは、polysilsesquioxane(PSQ)を有機薄膜トランジスタ(OTFT)のゲート絶縁膜に応用すること
を検討している[1]。側鎖に 3-methacryloxypropyl 基を付与した PSQ は、紫外線照射による重合が可能
である。しかし、低分子架橋剤として trimethylolpropane triacrylate (TMPTA)を用いた場合、ペンタセン
TFT のキャリア移動度が低下するということが分かった[2]。前回は、ペンタセン薄膜のグレインサイ
ズが同程度の場合、TMPTA の濃度を 0.24 mol/L から 0.48 mol/L にすると平均キャリア移動度は 0.25 
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-1に低下したことを報告した[3]。これは TMPTAの分子構造に含まれる C=O

結合の大きい双極子モーメントによるキャリアのクーロン散乱が原因であると考えられる。そこで今
回は、 C=O 結合を含まない低分子架橋剤として図１ (a), (b)に示す triallylcyanurate(TAC)と
1,3,5–benzenetrithiol(BTT)の二種類を混合したもの(TAC+BTT)を使用した結果について報告する。 

実験方法 

本研究では図 2 に示すように phenyl 基、methyl 基、3-methacryloxypropyl 基を側鎖に付与した PSQ を
使用した。溶媒である propyleneglycol monomethyl ether acetate に対して低分子架橋剤として TAC と
BTT を合わせて 0.24 mol/L または 0.48 mol/L溶解させた。それらの混合モル比は 1：1.4である。これ
らの溶液に重合開始剤である 1-hydroxycyclohexyl phenyl ketone と PSQ を溶解させ、濃度 33 wt%の PSQ

溶液を作製した。この PSQ 溶液を n
+
-Si 基板上にスピンコートして薄膜を形成し、窒素雰囲気下でパ

ワー密度 120 mW/cm
2の紫外線を 60分間照射して重合させた。そして、PSQ 膜上にペンタセンを 0.005 

nm/s ~ 0.5 nm/s のレートで真空蒸着し、グレインサイズの異なるペンタセン薄膜を作製した。その上に
ソース・ドレイン電極として Auをメタルマスクを介して蒸着し、ペンタセン TFT を作製した。 

結果と考察 

TAC+BTT の濃度が異なる PSQ 絶縁膜を用いて作製したペンタセン TFT のキャリア移動度とグレイ
ンサイズの関係を図 3 に示す。TAC+BTT の濃度が 0.24 mol/L , 0.48 mol/L どちらの場合もグレインサイ
ズが 2 µm以下では、グレインサイズの増大に伴いキャリア移動度が向上し、グレインサイズがそれ以
上になるとキャリア移動度は飽和する傾向が見られる。TAC+BTT の濃度が 0.24 mol/L の場合の飽和し
た平均キャリア移動度は~0.40 cm
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-1であり、この値は同濃度の TMPTA を用いた場合よりも約 1.6

倍高い。このように TAC+BTT を低分子架橋剤として用いた方が TMPTAを用いた場合よりもキャリア
移動度は大きく向上している。これはTAC と BTTは、その分子構造に双極子モーメントの大きいC=O

結合を含まないためと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

   図 1 本研究に用いた低分子架橋剤(a)TAC (b)BTTの分子構造 

 

図 2 本研究に用いた PSQの分子構造            
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図 3 低分子架橋剤に TAC+BTT を用いて作製した

ペンタセン TFTのキャリア移動度のグレイン 
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